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NPO法人
 

交通まちづくりコンソーシアム
 

ゆうらんの取組み

NPO法人

交通まちづくりコンソーシアムゆうらん
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ゆうらんとは・・・

☞札幌を拠点とし、公共交通の利用促進
 をミッションに掲げたNPO

20042004年年 66月月 任意団体として発足任意団体として発足

20062006年年1111月月 NPONPO法人認証法人認証

20092009年年 88月月 現在現在
正会員１２名、賛助会員２３名

の弱小NPO
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主な活動

■
 

なまら便利なバスマップの発行

（使い方等の講座も実施）

■
 

交通バリアフリーへの取組み

■
 

その他（web発信、メールマガジンの発行、

関連グッズの販売）

☞
 

賛助会員→入会金1,000円（年会費無料）
（特製オリジナル共通ウィズユーカード（500円）を進呈）
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バスマップ発行の経緯

札幌市営バスの廃止

（民間事業者３社に全路線を移譲）

札幌市総合交通対策調査審議委員会の開催

（バス交通の維持方策について２年間議論）

☞「路線図が各社ごとで、ＪＲ・地下鉄も含めて、

一元化された路線図がない！」

（委員会で出された意見の1つ）
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バスマップの特徴

都心直行路線と地下鉄接続路線を分けて記載

共通ウィズユーカード、共通１DAYカード、エコキッ
プの使える範囲が一目でわかるように記載

停留所の位置を実態に合わせて表記

主な施設等への行き方をイラスト入りで掲載

駅のバリアフリー情報等を掲載

カラーユニバーサルデザインの認証（第３版から）

ユニバーサルフォントの使用（第３版から）
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イラスト
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バスマップの反響

初版配布時からブレイク！

新聞掲載後、大ブレイク！

「今年は発行されますか？」、「新しいのは出
ますか？」という問合せが継続的に来る
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・第４回パートナーシップ賞受賞

NPO法人パートナーシップサポートセンター主催の
第４回パートナーシップ大賞にて、バス事業者５社と
ゆうらんの取組みがパートナーシップ賞に選ばれ
ました。
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全国区へ

☞第４回日本モビリティ・マネジメント会議
 （JCOMM）のポスターセッションに参加
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反響２
☞今年は、発行前からマップお取り寄せのため

 の返信用封筒をいただきました。
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でも、発行は“綱渡り”

初版、第２版は札幌市からの委託

第３版は、（財）秋山記念生命科学振興財団
様の助成金と（社）北海道開発技術センター
様のご支援で発行

第４版は、（財）北海道環境財団様が日本郵
便カーボンオフセット年賀寄附金の助成金を
受けて発行

☞来年度発行の目処なし
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マップ使い方講座の実施

公共交通に慣れ親しんでくれる人を増やすことを目的
に、バスマップの使い方や環境と交通の講座を開催。

マップを片手に
歩く人を“ナマラー“
と呼んでいます。
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ゆうらんの仲間（先輩）

岡山（RACDA)

広島（BRT研究会）

福井（ROBAの会）

松江（プロジェクトゆうあい）

仙台（まちづくり政策フォーラム交通部会）

和歌山（わかやま小町）

沖縄（オムニバスデザイン社）、他
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バスマップ本の発行

市民がつくる“おもしろ交通まちづくり本”

「バスマップの底力」
 

（2,800円予価）

A５版
 

250頁

（お手元のチラシをご覧ください）
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交通バリアフリーへの取組み

・バス停周辺環境調査事業

・交通バリアフリーサポート事業

・おでかけ体験講座事業

※いずれも主催はNPO法人NPO推進北海道会議
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１年目（2007年・夏）

「バス停周辺環境調査事業」

国・公立病院（北大・札医大・市立病院）
と都心を結ぶバス路線の全停留所（333
箇所）を対象。

自転車で回り、実にマニアックな調査で

した・・・。
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１年目（2007年・夏）

こんな活動をしました。
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１年目（2007年・夏）

[結果]

特に危険な場所はなかったものの、主
に国道では、車いすでの利用は難しいと
考えられる場所が数件ありました。

時刻表の表記など、改善して欲しい点も
見つかりました。
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１年目（2007年・夏）

☞
 

報告書の影響か？
 

その後、改善さ
 

れたところもありました。
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２年目（2008年・夏）

「交通バリアフリーサポート事業」

☞札幌駅周辺で、障がいのある方や大き
 な荷物のある方の乗降をお手伝いをす
 る活動。（８月の１０日間）
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２年目（2008年・夏）

こんな活動をしました。
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２年目（2008年・夏）

☞
 

改善して欲しい点は、報告書の影
 

響か？
 

改善された部分もありました。
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そして、３年目（2009年・夏）

☞ハンディがあっても普通におでかけでき
 る環境を推進したい。

☞（２年目の参加者から）もっと介助の体
 験がしたかった。

「おでかけ体験講座」事業の実施へ



EST創発セミナー2009 24

こんな活動をしました。
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その他

・web発信

・メールマガジン

「ゆうらんエクスプレス」

の発行

・北海道リフィルの販売
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目指すところ
キャッチフレーズは、「このまちをなまら便利にし

たい！」 → “まち”とは札幌に限りません

用途別バスマップの発行

→終電・終バス、観光、外国語用、etc

市民と交通事業者をつなぐ市民と交通事業者をつなぐ「ハブ」「ハブ」になりたいになりたい

政策提言できる力をつけたい政策提言できる力をつけたい

（１）大都市圏→ソウルのような鉄道・バスの
 一体化運賃の導入

（２）過疎地→ポストバス（貨客混載）の導入
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ご清聴ありがとうございました。
 続いて、（社）北海道開発技術センター

 大井元輝さんのプレゼンです！


	NPO法人�交通まちづくりコンソーシアム�ゆうらんの取組み
	ゆうらんとは・・・
	主な活動
	バスマップ発行の経緯
	バスマップの特徴
	イラスト
	バスマップの反響
	スライド番号 8
	全国区へ
	反響２
	でも、発行は“綱渡り”
	マップ使い方講座の実施
	ゆうらんの仲間（先輩）
	バスマップ本の発行
	交通バリアフリーへの取組み
	１年目（2007年・夏）
	１年目（2007年・夏）
	１年目（2007年・夏）
	１年目（2007年・夏）
	２年目（2008年・夏）
	２年目（2008年・夏）
	２年目（2008年・夏）
	そして、３年目（2009年・夏）
	スライド番号 24
	その他
	目指すところ
	ご清聴ありがとうございました。�続いて、（社）北海道開発技術センター�大井元輝さんのプレゼンです！

